
 
 
 

令和元年６月市議会定例会 提出議案 
 

 

議 案 種 別 件数（件） 

予 算 議 案 ２８ 

専決処分の報告議案 ２ 

条 例 議 案 ２２ 

一 般 議 案 ２ 

合    計 ５４ 

 



番号 件　　　　　名 提出局

1 令和元年度北九州市一般会計予算について

2 令和元年度北九州市国民健康保険特別会計予算について

3 令和元年度北九州市食肉センター特別会計予算について

4 令和元年度北九州市卸売市場特別会計予算について

5 令和元年度北九州市渡船特別会計予算について

6 令和元年度北九州市土地区画整理特別会計予算について

7
令和元年度北九州市土地区画整理事業清算特別会計予算につ
いて

8 令和元年度北九州市港湾整備特別会計予算について

9 令和元年度北九州市公債償還特別会計予算について

10
令和元年度北九州市住宅新築資金等貸付特別会計予算につい
て

11 令和元年度北九州市土地取得特別会計予算について

12 令和元年度北九州市駐車場特別会計予算について

13
令和元年度北九州市母子父子寡婦福祉資金特別会計予算につ
いて

14 令和元年度北九州市産業用地整備特別会計予算について

15 令和元年度北九州市漁業集落排水特別会計予算について

16 令和元年度北九州市介護保険特別会計予算について

17 令和元年度北九州市空港関連用地整備特別会計予算について

18
令和元年度北九州市学術研究都市土地区画整理特別会計予算
について

19
令和元年度北九州市臨海部産業用地貸付特別会計予算につい
て

20 令和元年度北九州市後期高齢者医療特別会計予算について

令和元年６月市議会定例会　　提出議案件名

財政局



番号 件　　　　　名 提出局

21 令和元年度北九州市市民太陽光発電所特別会計予算について

22
令和元年度北九州市市立病院機構病院事業債管理特別会計予
算について

23 令和元年度北九州市上水道事業会計予算について

24 令和元年度北九州市工業用水道事業会計予算について

25 令和元年度北九州市交通事業会計予算について

26 令和元年度北九州市病院事業会計予算について

27 令和元年度北九州市下水道事業会計予算について

28 令和元年度北九州市公営競技事業会計予算について

29
北九州市市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の報告
について

30
地方独立行政法人北九州市立病院機構に係る中期計画の認可
についての専決処分の報告について

保　健
福祉局

31
地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整
備に関する条例について

総務局

32 北九州市市税条例の一部改正について 財政局

33 北九州市芸術文化施設条例の一部改正について

34
北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する
条例及び北九州市スポーツ施設条例の一部改正について

35
北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する
条例及び北九州市スポーツ施設条例の一部改正について

36 北九州市民生委員の定数を定める条例の一部改正について

37
北九州市立病院の利用料金等に関する条例の一部改正につい
て

38
北九州市衛生施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に
ついて

39
北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例の一部改
正について

40
北九州市農業委員会の委員等の定数に関する条例の一部改正
について

41 北九州市中央卸売市場条例の一部改正について

市民文化
ｽﾎﾟｰﾂ局

保　健
福祉局

産　業
経済局

財政局



番号 件　　　　　名 提出局

42 北九州市公設地方卸売市場条例の一部改正について
産　業
経済局

43
北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する
条例の一部改正について

建設局

44
北九州市小倉都心小売商業振興特別用途地区建築条例の一部
改正について

45 北九州市営住宅条例の一部改正について

46 北九州市港湾施設管理条例の一部改正について
港　湾
空港局

47 北九州市火災予防条例の一部改正について 消防局

48 北九州市水道条例の一部改正について

49 北九州市工業用水道条例の一部改正について

50 北九州市下水道条例の一部改正について

51
北九州市水道用水供給事業に係る水道用水の料金に関する条
例の一部改正について

52
北九州市自動車事業使用料及び手数料条例の一部改正につい
て

交通局

53 市道路線の認定、変更及び廃止について 建設局

54 市有地の処分について
港　湾
空港局

上　下
水道局

建　築
都市局



   

№ 件     名 要     旨 

令

和

元

年

度

予

算

規

模 

区     分 予 算 総 額 

一 般 会 計 5,743 億 9,100 万円 

特 別 会 計 4,125 億 7,450 万円 

企 業 会 計 1,922 億 4,092 万円 

 

合     計 

 

 

1 兆 1,792 億 00642 万円 

 

１ 

 令和元年度北九州市 

 一般会計 

 予算について 

 

 予算額   5,743 億 9,100 万円                

 

２ 

 令和元年度北九州市 

 国民健康保険 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,997 億 8,600 万円      

 

３ 

 令和元年度北九州市 

 食肉センター 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,003 億円                

 

４ 

 令和元年度北九州市 

 卸売市場 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,006 億 4,130 万円                

 

－１－ 



   

№ 件     名 要     旨 

５ 

 令和元年度北九州市 

 渡船 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,003 億 7,850 万円                

 

６ 

 令和元年度北九州市 

 土地区画整理 

 特別会計予算について 

 

 予算額     22 億 3,500 万円                

 

７ 

 令和元年度北九州市 

 土地区画整理事業清算 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,000 億 2,140 万円                

 

８ 

 令和元年度北九州市 

 港湾整備 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,049 億 4,200 万円                

 

９ 

 令和元年度北九州市 

 公債償還 

 特別会計予算について 

 

 予算額   1,766 億 0,300 万円                

 

10 

 令和元年度北九州市 

 住宅新築資金等貸付 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,000 億 1,000 万円                

 

11 

 令和元年度北九州市 

 土地取得 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,038 億 2,100 万円                

 

－２－ 



   

№ 件     名 要     旨 

12 

 令和元年度北九州市 

 駐車場 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,004 億 0,400 万円                

 

13 

 令和元年度北九州市 

 母子父子寡婦福祉資金 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,004 億 9,160 万円                

 

14 

 令和元年度北九州市 

 産業用地整備 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,007 億 1,610 万円                

 

15 

 令和元年度北九州市 

 漁業集落排水 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,000 億 3,810 万円                

 

16 

 令和元年度北九州市 

 介護保険 

 特別会計予算について 

 

 予算額   1,004 億 9,700 万円                

 

17 

 令和元年度北九州市 

 空港関連用地整備 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,000 億 0,690 万円                

 

18 

 令和元年度北九州市 

 学術研究都市土地区画整理 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,013 億 0,400 万円                

 

－３－ 



   

№ 件     名 要     旨 

19 

 令和元年度北九州市 

 臨海部産業用地貸付 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,004 億 3,070 万円                

 

20 

 令和元年度北九州市 

 後期高齢者医療 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,166 億 9,000 万円                

 

21 

 令和元年度北九州市 

 市民太陽光発電所 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,000 億 8,750 万円                

 

22 

 令和元年度北九州市 

 市立病院機構 

病院事業債管理 

 特別会計予算について 

 

 予算額   0,031 億 7,040 万円                

 

23 

 令和元年度北九州市 

 上水道 

 事業会計予算について 

 

 予算額   0,347 億 7,074 万円                

 

24 

 令和元年度北九州市 

 工業用水道 

 事業会計予算について 

 

 予算額   0,027 億 7,254 万円                

 

25 

 令和元年度北九州市 

 交通 

 事業会計予算について 

 

 予算額   0,026 億 6,383 万円           

 

－４－ 



   

 件     名 要     旨 

26 

 令和元年度北九州市 

 病院 

 事業会計予算について 

 

 予算額   0,008 億 4,667 万円                

 

27 

 令和元年度北九州市 

 下水道 

 事業会計予算について 

 

 予算額   0,525 億 3,466 万円                

 

28 

 令和元年度北九州市 

 公営競技 

 事業会計予算について 

 

 予算額   0,986 億 5,248 万円                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５－ 



Ｎｏ 

２９ 

北九州市市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の報告につ

いて 

（財政局税務部税制課） 

 

北九州市市税条例等の一部を改正するに当たり、地方自治法第１７９ 

条第１項の規定により専決したので、同条第３項の規定により、これを 

報告し、承認を求めるもの 

１ 個人市民税（付則第７条の３の２関係） 

（１） 住宅借入金等特別税額控除の適用期限を平成４５年度まで 

 延長する。 

（２） （１）の控除に係る手続の要件を緩和し、市民税の納税通 

知書が送達された後に申告書を提出した場合等であっても当該控 

除の適用を受けることができることとする。 

 

２ 固定資産税、都市計画税及び軽自動車税 

所要の規定の整備を行う。 

 

３ 施行期日 

平成３１年４月１日 

 

－６－ 



－７－ 

 

Ｎｏ 

３０ 

地方独立行政法人北九州市立病院機構に係る中期計画の認可につ

いての専決処分の報告について 

 （保健福祉局健康医療部地域医療課）

  

  地方独立行政法人北九州市立病院機構に係る中期計画について認可す

るに当たり、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決したので、

同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求めるもの 

            

  １ 中期計画の期間 

平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間 

 

２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する

目標を達成するためとるべき措置 

(1) 政策医療の着実な実施 

(2) 医療センター及び八幡病院の特色をいかした医療の充実 

(3) 医療の質の確保 

(4) 市民及び地域医療機関からの信頼の確保 

 

３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき

措置 

(1) 収入増加及び確保に向けた対策 

(2) 経費の節減及び抑制に向けた対策 

(3) 自立的な業務運営体制の構築 

(4) 職場環境の充実 

 

４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

(1) 財務基盤の安定化 

(2) 運営費負担金の在り方 

 

（次頁に続く）



－８－ 

 

（続き） 

５ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

(1) 看護専門学校の運営 

(2) 施設及び設備の老朽化対策 

(3) 市政への協力 

 

６ 予算、収支計画及び資金計画 

(1) 予算 

(2) 収支計画 

(3) 資金計画 

 

７ 短期借入金の限度額 

 

８ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見

込まれる財産の処分に関する計画 

 

９ ８に規定する財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供する

計画 

 

10 剰余金の使途 

 

11 料金に関する事項 

(1) 料金 

(2) 料金の減免 

 

12 その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

(1) 施設及び設備の整備に関する計画 

(2) 人事に関する計画 

(3) 中期目標の期間を超える債務負担 

(4)  次の中期目標の期間における業務の財源に充てることができる

積立金の処分に関する計画 

  



Ｎｏ 

３１ 

 地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整備に

関する条例について 

                   （総務局人事部人事課） 

  

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員の

勤務条件を定める等のため、関係条例を整備するもの 

 

  １ 関係条例 

   （１） 規定の整備を行う条例 

    ア 北九州市職員の分限に関する条例 

    イ 北九州市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例 

    ウ 北九州市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例 

    エ 北九州市職員の給与に関する条例 

    オ 北九州市職員退職手当支給条例 

    カ 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例 

    キ 北九州市上下水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める

条例 

    ク 北九州市交通局企業職員の給与の種類及び基準を定める条例 

    ケ 北九州市職員の特殊勤務手当に関する条例 

    コ 北九州市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に

関する条例 

    サ 市長等の退職手当に関する条例 

    シ 外国の地方公共団体の機関等に派遣される北九州市職員の処

遇等に関する条例 

    ス 北九州市職員の育児休業等に関する条例 

    セ 公益的法人等への北九州市職員の派遣等に関する条例 

    ソ 北九州市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 

    タ 北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の給 

（次頁に続く） 

－９－ 



 （続き） 

     与に関する条例 

    チ 北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の退

職手当に関する条例 

    ツ 北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の勤

務時間、休日、休暇等に関する条例 

    テ 北九州市公営競技局企業職員の給与の種類及び基準を定める

条例 

   （２） 廃止する条例 

     特別職の職員で非常勤のものの報酬の特例に関する条例 

 

  ２ 主な改正内容 

   （１） 会計年度任用職員の勤務条件に関する規定の追加 

    ア １週間当たりの通常の勤務時間が常勤職員と同一である者 

     （ア） 給料 

       常勤職員の給料との権衡を考慮し、任命権者（企業職員の

場合は、管理者。以下同じ。）が別に定める額を支給する。 

（イ）  手当 

       地域手当、通勤手当、特殊勤務手当、時間外勤務手当、休

日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当等を、常勤職員と同

様に支給する。 

       期末手当及び退職手当を、任用期間等に関する一定の要件

を満たす者に対して、常勤職員と同様に支給する。 

       なお、企業職員の手当については、常勤職員の給与との権

衡を考慮し、管理者が別に定めるものを支給する。 

     （ウ） 勤務時間、休憩時間、週休日、休日及び休暇 

       任命権者が別に定める。 

     （エ） 育児休業 

       養育する子が１歳に達する日（特に必要と認められる場合 

（次頁に続く）

－１０－ 



 （続き） 

      は２歳に達する日）まで取得できるものとする。 

    イ １週間当たりの通常の勤務時間が常勤職員より短い者 

     （ア） 報酬（企業職員にあっては、給料） 

       アの給与との権衡を考慮し、任命権者が別に定める報酬（

企業職員にあっては、給料）を支給する。 

     （イ） 費用弁償 

       公務のための旅行に係る旅費について、常勤職員の例によ

り市長が定める額を支給する。 

       通勤に要する費用について、アの給与との権衡を考慮し、

任命権者が別に定める額を支給する。 

     （ウ） 手当 

       期末手当を、任命権者が定めるものに対して、アの例によ

り支給する。 

       なお、企業職員の手当は、常勤職員との権衡を考慮し、管

理者が別に定めるものを支給する。 

     （エ） 勤務時間、休憩時間、週休日、休日及び休暇 

       任命権者が別に定める。 

     （オ） 育児休業 

       雇用保険法の被保険者の加入要件を満たす者について、養

育する子が１歳に達する日（特に必要と認められる場合は２

歳に達する日）まで取得できるものとする。 

   （２） 臨時的に任用される職員の勤務条件に関する規定の改正 

    ア 給料及び手当 

      常勤職員と同様に支給する。 

    イ 勤務時間、休憩時間、週休日、休日及び休暇 

      任命権者が別に定める。 

   （３） その他の規定の改正 

     会計年度任用職員以外の非常勤職員の育児休業等に関する規定 

（次頁に続く）

－１１－ 



 

 （続き） 

    の整備、文言の整理等を行う。 

 

  ３ 施行期日 

    令和２年４月１日 

 

 

 

 

 

 

 

－１２－ 



 

－１３－ 

Ｎｏ 

３２ 

北九州市市税条例の一部改正について 

 

（財政局税務部税制課） 

 

地方税法等の一部改正に伴い、都道府県、市町村又は特別区に対する 

寄附金に係る寄附金税額控除について、特例控除額の控除対象となる寄 

附金を総務大臣が指定する都道府県、市町村又は特別区に対するものと 

する等のため、関係規定を改めるもの 

 

１ 個人市民税 

（１） 非課税の範囲の変更（第１２条関係） 

単身児童扶養者で、前年の合計所得金額が１３５万円以下のも 

のを非課税措置の対象に加える。 

（２） 寄附金税額控除に関する措置（第２２条の３関係） 

都道府県、市町村又は特別区に対する寄附金に係る寄附金税額 

控除について、総務大臣が指定する都道府県、市町村又は特別区 

に対する寄附金のみを、特例控除額の控除対象とすることとする 

。 

（３） 申告等に関する措置（第２６条関係） 

前年において支払を受けた給与で年末調整の適用を受けたもの 

を有する納税義務者が申告書を提出するときは、その記載事項を 

簡素化できることとする。 

（４） 給与所得者又は公的年金等受給者の扶養親族等申告書（第 

２７条の２、第２７条の３関係） 

給与所得者又は公的年金等受給者が、単身児童扶養者に該当す 

る場合には、給与所得者の扶養親族等申告書又は公的年金等受給 

者の扶養親族等申告書にその旨を記載することとする。 

 

 

（次頁に続く） 



 

－１４－ 

（続き） 

２ 固定資産税 

（１） 離島振興法の規定により指定された離島振興対策実施地域 

内において、旅館業等の用に供するため新設され、又は増設され 

た一定の要件を満たす家屋等に対する固定資産税を、新たに固定 

資産税を課すべき年度から３年度分に限り、免除する。（付則第 

１５条の２、付則第１５条の９関係） 

（２） （１）の規定による固定資産税の課税免除の適用を受けよ 

うとする者がすべき申告に関し必要な事項を定める。（付則第１ 

５条の１０関係） 

 

３ 都市計画税 

所有者不明土地の利用の円滑化等に関する特別措置法に規定する 

特定所有者不明土地を使用する地域福利増進事業により整備する施 

設の用に供する土地に係る都市計画税の課税標準の特例を適用する 

ための規定の整備を行う。（付則第２０条関係） 

 

４ 軽自動車税 

（１） 環境性能割の税率の特例等（付則第２７条の２、付則第２ 

７条の７関係） 

令和元年１０月１日から令和２年９月３０日までの間に取得し 

た自家用の三輪以上の軽自動車であって乗用のものに対する環境 

性能割については、当該税率が１００分の１のものは非課税とし 

、１００分の２のものは１００分の１とする。 

 

 

 

 

（次頁に続く） 



 

－１５－ 

（続き） 

（２） 種別割の税率の特例（付則第２８条関係） 

ア 平成３１年４月１日から令和３年３月３１日までの間に初め 

て車両番号の指定を受けた三輪以上の軽自動車で一定の排出ガ 

ス性能及び燃費性能の要件を満たすものについては、当該車両 

の性能に応じ、当該車両番号の指定を受けた日の属する年度の 

翌年度の種別割の税率について、それぞれ、おおむね１００分 

の２５、１００分の５０又は１００分の７５を軽減する。 

イ 令和３年４月１日から令和５年３月３１日までの間に初めて 

車両番号の指定を受けた電気軽自動車及び一定の排出ガス性能 

を備えた天然ガス軽自動車のうち、自家用の三輪以上の軽自動 

車であって乗用のものについて、当該車両番号の指定を受けた 

日の属する年度の翌年度の種別割の税率のおおむね１００分の 

７５を軽減する。 

 

５ 施行期日 

１（１）は、令和３年１月１日 

１（２）及び３は、令和元年６月１日 

１（３）及び（４）は、令和２年１月１日 

２は、公布の日 

４（１）及び（２）アは、令和元年１０月１日 

４（２）イは、令和３年４月１日 

 

 

 

 

 

 

 



Ｎｏ 

３３ 

北九州市芸術文化施設条例の一部改正について 

（市民文化スポーツ局文化部文化企画課） 

 

北九州市立門司市民会館の展示室使用料の適正化を図るため、関係規

定を改めるもの 

 

１ 門司市民会館の展示室使用料の加算等の設定（別表第２関係） 

（１） 営利のための展示、即売会等を主たる目的とする使用に係 

る使用料の額は、規定使用料の２０割に相当する額とする。ただ 

し、市外居住者が使用するときは、２５割に相当する額とする。 

（２） 入場料等を徴収する場合の使用料の額は、規定使用料の２ 

０割に相当する額とする。ただし、市外居住者が使用するときは 

、２５割に相当する額とする。 

（３） ２日以上継続して使用する場合において、期間中の利用し 

ない規定時間区分の使用料の額は、規定使用料の５割に相当する 

額とする。 

 

２ 施行期日 

  公布の日 

 

 

  

 

 

 

 

－１６－ 



Ｎｏ 

３４ 

 北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例

及び北九州市スポーツ施設条例の一部改正について 

       （市民文化スポーツ局スポーツ部スポーツ振興課） 

 

一定の規模以上の室内プールについて、１レーンを専用利用する場合 

の使用料の額を設定するため、関係規定を改めるもの 

 

１ 北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

の一部改正 

桃園市民プール（室内）の１レーンを専用利用する場合の使用料 

の設定（別表第１の３関係） 

 

 

 

 

 

 

 

２ 北九州市スポーツ施設条例の一部改正 

  若松体育館（温水プール）、浅生スポーツセンター（温水プール 

   ）及び新門司温水プールの１レーンを専用利用する場合の使用料の 

設定（別表第２関係）  

 

 

 

 

 

 

 

３ 施行期日 

  令和２年４月１日 

現  行 改 正 後 

区分 
７月及び

８月 
その他の月 区分 

７月及び 

８月 
その他の月 

平日 
1面 

（１時間

以内） 

8,470 円 13,500 円 平日 
1レーン 

（１時間

以内） 

1,210 円 1,920 円 

土曜日 

日曜日 

休日 

10,120 円 16,870 円 

土曜日 

日曜日 

休日 

1,440 円 2,410 円 

現  行 改 正 後 

区分 
７月及び

８月 
その他の月 区分 

７月及び 

８月 
その他の月 

平日 
1回 

（１時間

以内） 

4,270 円 6,750 円 平日 
1レーン 

（１時間

以内） 

710 円 1,120 円 

土曜日 

日曜日 

休日 

5,100 円 8,470 円 

土曜日 

日曜日 

休日 

850 円 1,410 円 

－１７－ 



Ｎｏ 

３５ 

 北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例

及び北九州市スポーツ施設条例の一部改正について 

       （市民文化スポーツ局スポーツ部スポーツ振興課） 

 

プールを新設する等のため、関係規定を改めるもの 

 

１ 北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

の一部改正 

桃園市民プール（室内）の廃止に伴う使用料の規定の削除（別表 

第１の３関係） 

 

  ２ 北九州市スポーツ施設条例の一部改正 

（１）  プールの新設（別表第１関係） 

名 称 位 置 

北九州市立桃園市民プー

ル 

北九州市八幡東区桃園三丁目１番

６号 

（２）   桃園市民プールの使用料の新設（別表第２関係) 

共
・
用 

区  分 

一般 中学校の生徒 小学校の児童以下の者 

７月及 

び８月 

その他

の月 

７月及 

び８月 

その他 

の月 

７月及

び８月 

その他 

の月 

個人 

１ 人

１ 回 

（ ２

時 間

以 内

） 

390 円 600 円 300 円 370 円 150 円 180 円 

団
体 

30～49 人 350 円 540 円 270 円 330 円 130 円 160 円 

50 人～ 310 円 480 円 240 円 290 円 120 円 140 円 

回数券（10 枚） 3,120 円 4,200 円 2,400 円 2,590 円 1,200 円 1,260 円 

定期券（1 月） 4,680 円 7,200 円 3,600 円 4,440 円 1,800 円 2,160 円 

１ 定期券で使用するときは、１日１回限りとし、２時間以内を１回とする。 

２ 共用で使用する場合に使用時間が２時間を超えたときの使用料は、２時間 

を超える１時間又はその端数ごとに規定使用料の額の５割（回数券又は定期 

 

（次頁に続く） 

－１８－ 



（続き） 

 

 券で入場した者については、個人の規定使用料の額の５割）に相当する額を 

加算する。 

専
・
用 

区   分 ７及び８月 その他の月 

50 メー

トル 

平日 1 レーン 

（1 時間以内

） 

1,420 円 2,240 円 

土曜日、日曜

日、休日 
1,700 円 2,820 円 

25 メー

トル 

平日 1 レーン 

（1 時間以内

） 

710 円 1,120 円 

土曜日、日曜

日、休日 
850 円 1,410 円 

会議室１ 

会議室２ 

１時間又はその

端数ごとに 
360 円 

桃園市民プールの使用者が専用利用の際に入場料等を徴収する場合の使用料 

の額は、規定使用料の額の３０割に相当する額に、入場料等の総収入額に１ 

００分の６を乗じて得た額を加えて得た額とする。 

 

３ 施行期日 

  規則で定める日 

－１９－ 



Ｎｏ 

３６ 

北九州市民生委員の定数を定める条例の一部改正について 

（保健福祉局地域福祉部地域福祉推進課） 

 

民生委員の定数の適正化を図るため、関係規定を改めるもの 

 

１ 民生委員の定数の変更（第２条関係） 

現行 改正後 

１，５８２人 １，５９１人 

 

２ 施行期日 

    令和元年１２月１日 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２０－ 



Ｎｏ 

３７ 

北九州市立病院の利用料金等に関する条例の一部改正について 

（保健福祉局健康医療部地域医療課） 

 

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、北九州市立門司病院の 

利用料金等の適正化を図るため、関係規定を改めるもの 

 

１ 利用料金の上限額の改正（第２条関係） 

現   行 改 正 後 

別表第１により算定した額に

１００分の１０８を乗じて得

た額 

別表第１により算定した額に

１００分の１１０を乗じて得

た額 

 

２ 手数料の額の改正（第２条関係） 

現   行 改 正 後 

１，５００円以上４，０００

円以下で別に市長が定める額

に１００分の１０８を乗じて

得た額 

１，５００円以上４，０００

円以下で別に市長が定める額

に１００分の１１０を乗じて

得た額 

 

３ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

 

 

 

－２１－ 



Ｎｏ 

３８ 

北九州市衛生施設の設置及び管理に関する条例の一部改正につい 

て 

（保健福祉局保健衛生部食肉センター） 

 

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、北九州市立食肉センタ 

ーの使用料の適正化を図るため、関係規定を改めるもの 

 

１ 食肉センターの使用料の改正（別表第２関係） 

  区分  現行  改正後  

食肉センタ  
ー使用料  

牛又は馬１頭につき  ３，５２２円  ３，５８８円  

子牛、子馬、豚、山羊  
又はめん羊１頭につき  １，３８４円  １，４１０円  

冷蔵庫使用  
料  

牛、馬、子牛又は子馬  
２分体１件１日につき  １８９円  １９２円  

豚、山羊又はめん羊２  
分体１件１日につき  ７５円  ７７円  

部分肉加工  
所使用料  １月につき  １，６０９，７１５円 １，６３９，５２４円 

 

２ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

 

 

－２２－ 



Ｎｏ 

３９ 

北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 

について 

      （産業経済局地域・観光産業振興部門司港レトロ課） 

  

北九州市関門海峡ミュージアムの市民交流ギャラリーの廃止に伴い、

関係規定を改めるもの 

 

 １ 北九州市関門海峡ミュージアムの市民交流ギャラリーの利用料金

に関する規定の削除（別表第３関係） 

― ９時～１２時 １２時～１７時 １７時～２２時 

市民交流ギャラ

リー 

８００円 １，３００円 ― 

 

２ 施行期日 

  規則で定める日 

 

 

－２３－ 



Ｎｏ 

４０ 

 北九州市農業委員会の委員等の定数に関する条例の一部改正につ

いて 

               （産業経済局農林水産部農林課） 

  

農業委員会の統合に伴い、北九州市農業委員会の委員及び農地利用最 

適化推進委員の定数を定めるため、関係規定を改めるもの 

 

 １ 委員の定数の設定（第２条関係） 

現行 
北九州市東部農業委員会 北九州市西部農業委員会 

１９人 １４人 

改正後 
北九州市農業委員会 

１９人 

 

 ２ 農地利用最適化推進委員の定数の設定（第３条関係） 

現行 
北九州市東部農業委員会 北九州市西部農業委員会 

１４人 ８人 

改正後 
北九州市農業委員会 

３３人 

 

３ 施行期日 

  令和２年７月１８日 

 

 

－２４－ 



Ｎｏ 

４１ 

 北九州市中央卸売市場条例の一部改正について 

 

                 （産業経済局中央卸売市場） 

  

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、北九州市中央卸売市場

における売買取引及び使用料の適正化を図るため、関係規定を改めるも

の 

 

１ 委託手数料の額について、取引金額に市長の承認を受けて定めた

率を乗じて得た額に、１００分の１１０を乗じて得た額とすること

を規定する。（第４３条関係） 

 

２ 売買仕切書に記載する卸売をした物品の消費税相当額について、

当該卸売をした物品の単価と数量の積の合計額の１００分の１０（

飲食料品にあっては、１００分の８）に相当する額とすることを規

定する。（第５４条関係） 

 

３ 仲卸業者及び売買参加者が支払う卸売業者から買い受けた物品の

代金について、当該物品の額に１００分の１１０（飲食料品にあっ

ては、１００分の１０８）を乗じて得た額とすることを規定する。

（第５８条関係） 

 

４ 使用料の額の改正（第６７条関係） 

現行 改正後 

別表第４により算出して得た

額に１００分の１０８を乗じ

て得た額 

別表第４により算出して得た

額に１００分の１１０を乗じ

て得た額 

 

５ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

－２５－ 



Ｎｏ 

４２ 

 北九州市公設地方卸売市場条例の一部改正について 

 

                 （産業経済局中央卸売市場） 

  

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、北九州市公設地方卸売

市場における売買取引及び使用料の適正化を図るため、関係規定を改め

るもの 

 

１ 委託手数料の額について、取引金額に市長に届け出た率を乗じて

得た額に、１００分の１１０を乗じて得た額とすることを規定する

。（第３７条関係） 

 

２ 売買仕切書に記載する卸売をした物品の消費税相当額について、

当該卸売をした物品の単価と数量の積の合計額の１００分の１０（

飲食料品にあっては、１００分の８）に相当する額とすることを規

定する。（第４７条関係） 

 

３ 仲卸業者及び売買参加者が支払う卸売業者から買い受けた物品の

代金について、当該物品の額に１００分の１１０（飲食料品にあっ

ては、１００分の１０８）を乗じて得た額とすることを規定する。

（第５１条関係） 

 

４ 使用料の額の改正(第６０条関係)) 

現行 改正後 

別表第４により算出して得た

額に１００分の１０８を乗じ

て得た額 

別表第４により算出して得た

額に１００分の１１０を乗じ

て得た額 

 

５ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

－２６－ 



Ｎｏ 

４３ 

 北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例

の一部改正について 

               （建設局公園緑地部公園管理課） 

  

公園施設の新設に伴い、使用料を設定するため、関係規定を改めるも 

の 

 

 １ 城山緑地アーチェリー場の使用料の設定（別表第１関係） 

共

用 

区分 一般 高等学校の

生徒以下の

者 

定期券で

使用する

ときは、

１日１回

限りとし

、２時間

以内を１

回とする

。 

１人１回（２時間以

内） 

２５０円 １２０円 

回数券（

１０枚つ

づり） 

１人１回

（２時間

以内） 

２，０００円 ９６０円 

定期券 １月 ３，０００円 １，４４０円 

専

用 

１時間又はその端数

ごとに 
１，２００円 

 

 ２ 施行期日 

  規則で定める日 

 

 

－２７－ 



Ｎｏ 

４４ 

 北九州市小倉都心小売商業振興特別用途地区建築条例の一部改正

について 

               （建築都市局計画部都市計画課） 

  

小倉都心小売商業振興特別用途地区内において建築してはならない建

築物を追加するため、関係規定を改めるもの 

 

 １ 特別用途地区内に建築してはならない建築物の追加（別表関係） 

現行 改正後 

風俗営業等の規制及び業務の

適正化等に関する法律第２条

第１項第４号及び第５号に掲

げる営業の用に供する建築物 

風俗営業等の規制及び業務の

適正化等に関する法律第２条

第１項第１号、第４号及び第

５号に掲げる営業の用に供す

る建築物 

 

２ 施行期日 

  公布の日  

 

 

－２８－ 



Ｎｏ 

４５ 

 北九州市営住宅条例の一部改正について 

         

         （建築都市局住宅部住宅管理課） 

  

市営住宅に入居することができる者の範囲を拡大する等のため、関係 

規定を改めるもの 

 

 １ 市営住宅に入居するために必要な同居親族の範囲に、入居申込者 

又は当該入居申込者が現に同居し、若しくは同居しようとする者の 

一方又は双方が典型とされない性的指向又は性自認を有する者とし 

て市長が認めた者を含める。（第７条関係） 

 

 ２ 市営住宅の入居申込者の数が入居させるべき公営住宅の戸数に満 

たないため改めて入居者を公募する場合において、特に必要がある

と認めるときは、市内に住所若しくは勤務場所がない者又は現に同

居し、若しくは同居しようとする親族がない者であっても、当該公

営住宅に入居させることができることとする。（第７条関係） 

 

 ３  市営住宅への入居に当たり、連帯保証人を立てることを要しない 

こととする。（第１０条関係） 

 

 ４  入居者の収入の認定をするための方法について、当該入居者の雇 

主、取引先その他の関係人に報告を求める方法又は官公署に必要な 

書類を閲覧させ、若しくはその内容を記録させることを求める方法 

によることを加える。（第１２条関係） 

 

 ５ 不正入居者に対する損害賠償請求に係る利息の利率について、法 

定利率とすることを定める。（第４０条関係） 

（次頁に続く）

－２９－ 



（続き） 

６ 施行期日 

   １及び２は、令和元年８月１日 

   ３及び５は、令和２年４月１日 

   ４は、公布の日 

 

 

－３０－ 



Ｎｏ 

４６ 

 北九州市港湾施設管理条例の一部改正について 

 

                 （港湾空港局港営部港営課） 

  

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、港湾施設の使用料の適

正化を図るため、関係規定を改めるもの 

 

１ 港湾施設の使用料の改正（別表第１関係） 

 （１） 通常使用の使用料（主なもの） 

区分 現行 改正後 

鉄道 １ｔ     １０８円～１１３円 １ｔ     １１０円～１１５円 

軌道走行式荷

役機械 

１台１時間    ７４，７００円 １台１時間    ７６，０００円 

荷さばき地 １日１㎡ 

４円９２銭～１４円３５銭 

１日１㎡ 

５円１銭～１４円６１銭 

コンテナ水洗

場 

１個     ２２８円～３４１円 １個     ２３２円～３４７円 

冷凍コンセン

ト 

１箇所１時間      ３７６円 １箇所１時間      ３８２円 

計量機 １回          ４６０円 １回          ４６８円 

上屋 １日１㎡  

１０円４８銭～５８円７１銭 

１日１㎡  

１０円６７銭～５９円７９銭 

くん蒸上屋 くん蒸庫 

 コンテナ１個１時間 

２，０５０円～４，１１０円 

種子ボックス 

 １時間      ３３円９４銭 

くん蒸設備 

３９，０００円～７８，１００円 

くん蒸庫 

 コンテナ１個１時間 

２，０８０円～４，１８０円 

種子ボックス 

 １時間      ３４円５６銭 

くん蒸設備 

３９，７００円～７９，５００円 

動力用コンセ

ント 

１箇所１時間      ３６６円 １箇所１時間      ３７２円 

野積場 １日１㎡  

４円９２銭～１１円３１銭 

１日１㎡  

５円１銭～１１円５１銭 

船舶給水施設 給水１㎥       ８円７０銭 給水１㎥       ８円８６銭 

船舶保管施設 １日１㎡ 

    １２０円～１３３円 

１日１㎡ 

    １２２円～１３５円 

揚降施設 １月      ２００，８００円 １月      ２０４，５００円 

港湾管理事務

所 

１月１㎡ 

    ５４５円～１，８５０円 

１月１㎡ 

    ５５５円～１，８８０円 

移動式荷役機

械 

１台１時間     ７，９１０円 １台１時間     ８，０５０円 

（次頁に続く）

－３１－ 



 

（続き） 

 （２） 目的外使用の使用料 

区分 現行 改正後 

建物 １日１㎡     ２８円２０銭 １日１㎡     ２８円７２銭 

土地 １日１㎡     １４円７９銭 １日１㎡      １５円７銭 

建物及び土

地以外 

１日１㎡     １４円７９銭 １日１㎡      １５円７銭 

 

 （３） 占用の使用料 

区分 現行 改正後 

電柱等 使用期間につき１本 

５６円１６銭～２２４円 

使用期間につき１本 

５７円２０銭～２２８円 

諸管埋架設

物 

使用期間につき１ｍ 

２２円６８銭～８９円６４銭 

使用期間につき１ｍ 

２３円１０銭～９１円３０銭 

上空占用物 使用期間につき１㎡  １２３円 使用期間につき１㎡  １２５円 

送電用塔 使用期間につき１㎡  １２３円 使用期間につき１㎡  １２５円 

鉄道軌道敷 使用期間につき１㎡  １２３円 使用期間につき１㎡  １２５円 

広告塔 使用期間につき１㎡  ４９３円 使用期間につき１㎡  ５０２円 

広告板 使用期間につき１㎡  ４４７円 使用期間につき１㎡  ４５５円 

板囲、足場

若しくは材

料置場又は

これらに類

するもの 

１日につき１㎡  ３９円９６銭 

 

１日につき１㎡  ４０円７０銭 

 

その他の工

作物 

使用期間につき１㎡ 

    １７４円～２０１円 

使用期間につき１㎡ 

    １７８円～２０５円 

 

２ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

  

 

 

 

 

 

 

－３２－ 



Ｎｏ 

４７ 

北九州市火災予防条例の一部改正について 

 

（消防局予防部予防課） 

 

住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例の制定に関する基準を定 

める省令の一部改正に伴い、住宅用防災警報器等を設置しないことがで 

きる場合を追加する等のため、関係規定を改めるもの 

 

１ 住宅用防災警報器等の設置の免除に関する規定の整備（第３２条 

の５関係） 

（１） 住宅用防災警報器等の設置を免除することができるスプリ 

ンクラー設備の設置に関する規定の整備 

現行 改正後 

標示温度が７５度以下で作動

時間が６０秒以内の閉鎖型ス

プリンクラーヘッドを備えて

いるものに限る。 

住宅用防災機器の設置及び維

持に関する条例の制定に関す

る基準を定める省令第５条に

定める閉鎖型スプリンクラー

ヘッドを備えているものに限

る。 

（２） 特定小規模施設用自動火災報知設備を設置した場合は、住 

宅用防災警報器等の住宅への設置を免除できることとする。 

 

２ 施行期日 

公布の日 

 

－３３－ 



Ｎｏ 

４８ 

 北九州市水道条例の一部改正について 

 

             （上下水道局総務経営部経営企画課） 

  

消費税法及び福岡県税条例の一部改正等に伴い、水道事業の料金の適

正化を図る等のため、関係規定を改めるもの 

 

１ 給水装置の新設工事等に係る納付金の額の改正（第７条関係） 

現行 改正後 

別表第１に定める金額に１００

分の１０８を乗じて得た額 

別表第１に定める金額に１００

分の１１０を乗じて得た額 

 

２ 水道料金の額の改正（第２８条関係） 

現行 改正後 

別表第２により算出した額に１

００分の１０８を乗じて得た額 

別表第２により算出した額に１

００分の１１０を乗じて得た額 

 

３ 給水装置工事事業者の指定更新手数料の新設（別表第３関係） 

区分 単位 金額 

給水装置工事事業者の

指定更新手数料 

１件につき １０，０００円 

 

４ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

－３４－ 

 



Ｎｏ 

４９ 

 北九州市工業用水道条例の一部改正について 

 

             （上下水道局総務経営部経営企画課） 

  

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、工業用水道事業の料金

の適正化を図るため、関係規定を改めるもの 

 

１ 料金の額の改正（第２１条関係） 

現行 改正後 

次の表により算出した額の合計

額に１００分の１０８を乗じて

得た額 

次の表により算出した額の合計

額に１００分の１１０を乗じて

得た額 

 

２ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

－３５－ 

 



Ｎｏ 

５０ 

 北九州市下水道条例の一部改正について 

 

             （上下水道局総務経営部経営企画課） 

  

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、下水道使用料の適正化

を図るため、関係規定を改めるもの 

 

１ 使用料の額の改正（第１５条関係） 

 （１） 基本使用料及び従量使用料 

現行 改正後 

別表第４により当該使用料の

算定月数に応じて算出した額

に１００分の１０８を乗じて

得た額 

別表第４により当該使用料の

算定月数に応じて算出した額

に１００分の１１０を乗じて

得た額 
 
 （２） 加算使用料 

現行 改正後 

別表第５により算出した額に

１００分の１０８を乗じて得

た額 

別表第５により算出した額に

１００分の１１０を乗じて得

た額 

 

２ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

－３６－ 

 



Ｎｏ 

５１ 

 北九州市水道用水供給事業に係る水道用水の料金に関する条例の

一部改正について 

             （上下水道局総務経営部広域事業課） 

  

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、水道用水の料金の適正

化を図るため、関係規定を改めるもの 

 

１ 料金の上限額の改正（第３条関係） 

現行 改正後 

料金は月額とし、その額は、１

立方メートルにつき１３９円以

下の範囲内で管理者が定める額

に当該月に使用した水量を乗じ

て得た額（消費税の額に相当す

る額及び地方消費税の額に相当

する額を含む。）とする。 

料金は月額とし、その額は、１

立方メートルにつき１２８円以

下の範囲内で管理者が定める額

に当該月に使用した水量を乗じ

て得た額に１００分の１１０を

乗じて得た額とする。 

 

 

２ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

－３７－ 

 



Ｎｏ 

５２ 

 北九州市自動車事業使用料及び手数料条例の一部改正について 

 

                    （交通局総務経営課） 

  

消費税法及び福岡県税条例の一部改正に伴い、一般乗合自動車の普通

旅客運賃を改定するため、関係規定を改めるもの 

 

１ 一般乗合自動車の普通旅客運賃の上限額の改定（第１条関係） 

乗車区数 現行 改正後 

３区 ２６０円 ２７０円 

４区 ２９０円 ３００円 

５区 ３２０円 ３３０円 

６区 ３５０円 ３６０円 

７区 ３８０円 ３９０円 

８区以上 

 

７区から１区増すごとに２

０円を３８０円に加えた額 

７区から１区増すごとに２

０円を３９０円に加えた額 

 

２ 施行期日 

  令和元年１０月１日 

－３８－ 

 



Ｎｏ 

５３ 

市道路線の認定、変更及び廃止について 

 

 （建設局総務部管理課）

 

 市道路線の整備を図るため、路線の認定、変更及び廃止を行うもの 

 

 数 延 長 面 積 

認 定 １２路線 １，１００ｍ ６，４８２㎡ 

変 更 ４路線 ２３１ｍ １，４５１㎡ 

廃 止 ２路線 △１７７ｍ △５５４㎡ 
 

－３９－ 



Ｎｏ 

５４ 

 市有地の処分について 

  

 （港湾空港局港湾整備部計画課）

   

 若松区響町一丁目及び響町二丁目に所在する市有地を工場用地として

売り払うもの 

  

  １ 土地の地目及び所在地 

    宅地 

    若松区響町一丁目１２２番１ 

雑種地 

若松区響町二丁目２番１ 

 

  ２ 土地の面積 

    １４万７，４２５．１８㎡ 

 

  ３ 売払い予定金額 

    ２４億４，７２５万７，９８８円 

 

－４０－ 


